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Direction to take Views on technology Precondition
とるべき⽅向 技術に対する考え⽅ 前提事項

Radical Ecology A retrospective on low technology. Population ruin is inevitable. Economic, technological, and cultural
collapse.

ラジカル・エコロジー ローテクノロジーへの回顧。 ⼈⼝破滅は不可避。経済・技術・⽂化的破綻。

Deep Ecology Appropriate technology. Low-tech where
possible.

Lower population levels than now. Significant modifications to the
economic, technological and cultural status quo.

ディープ・エコロジー 適正技術。可能な限りローテク。
今より低い⼈⼝レベル。経済・技術・⽂化的現状をかなり
修正。

Industrial Ecology Depend on technological progress under
environmental constraints, not low-tech.

Somewhat larger population than now. Significantly modified
economic, technological, and cultural status quo.

産業エコロジー
環境制約の下での技術進展に依存、
ローテクにこだわらない。

多少今よりも多い⼈⼝。経済・技術・⽂化的現状かなり修
正。

Continuing Status Adopted individual regulations, etc. No
effect on the overall trend.

Population ruin is inevitable; economic, technological, and cultural
collapse.

現状維持路線
個別規制などを採⽤。全体の傾向には
影響なし。

⼈⼝破滅は不可避、経済・技術・⽂化的な破綻。

産業社会と環境の相互関係における四つのアプローチ
Four approaches to the interrelationship between industrial society and the environment

エコロジーの理念を産業社会に取り入れようとする際には、生態系をモデルにしたり、あるいは生態系と対比することで、

その方向性を探る動きがある。人間社会の循環システムの方向性は、生態系の循環システムになぞらえて、Radical
Ecology、Deep Ecology、Industrial Ecology、および現状維持路線に大きく分類される。

When trying to incorporate the philosophy of ecology into an industrial society, there is a movement to explore the direction of the system
by using the ecosystem as a model or by contrasting it with the ecosystem. The direction of the circulation system of human society can be
broadly categorized into Radical Ecology, Deep Ecology, Industrial Ecology, and the status quo, in analogy with the circulation system of
ecosystems.
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データ分析
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賦存量 導入ポテンシャル 総供給量

風力
洋上

陸上

地熱

太陽光

木質バイオマス

太陽熱

原子力

水力

廃棄物

風力

天然ガス

石油製品

原油

石炭

在庫変動

国際海運バンカー

国際航空バンカー

電気事業者・自家発

石油化学

ガス業

旅客輸送

統計誤差

地熱

太陽光

太陽熱

木質バイオマス

統計誤差

統計誤差

統計誤差

熱供給業者

送電ロス

自家消費

鉄鋼業

化学工業

非鉄金属

輸送用機械

窯業土石

機械

鉱業

食料品・たばこ

製紙パルプ

木製品

建設業

衣類・革製品

農林業

漁業

その他

業務

コークス・錬豆炭

分類不明

貨物輸送

産業・転換・エネルギー産業

運輸
その他

うち化学・石油化学

輸入 輸出

産業

業務他

非エネルギー利用

家庭

運輸

損失エネルギー

正味利用エネルギー

国内生産

33.6 EJ 26.1 EJ 17.5 EJ

2.07

15.1 0.74

9.65

5.65

1.13

2.63

3.33

1.84

1.71

0.52

6.75

0.43

1.07

0.88

0.61

0.66

0.08

0.03

0.54

0.79

0.01

0.47

3.47

0.20

0.20

0.62

5.71

4.56

0.001

0.42

8.32

0.98

0.17

5.71

0.10 0.05

0.15

0.09

0.78

0.75

0.08

0.31

0.13

0.31

0.01

0.22

0.34

石油精製

0.02

0.08

0.03

0.10

0.06

0.11

1.82

0.02

1.11

1.52

0.62

1.08

0.03
0.01

1.02

日本のエネルギーフロー 2022年度

0.09

5.0
3.32

Kotaro Baba @Nakata lab

4.54

12.46

高炉0.60

Reference :
[全体] 資源エネルギー庁, 総合エネルギー統計 (詳細表,低位発熱量版 IEA準拠表), 2022年度

   [再エネ]瀧田ら，再生可能エネルギーのポテンシャルを考慮したエネルギーフローの作成と分析，日本機械学会論文集 Vol.81 No.827,2015 
[再エネ] 環境省，再生可能エネルギー情報提供システム[REPOS(リーポス)]
[産業部門] Dincer et al. EXERGY Energy, Environment and Sustainable Development, Elsevier, 2007 
[業務・家庭部門] Kondo, Energy and exergy utilization efficiencies in the Japanese residential/commercial sectors, Energy Policy Vol.37 Issue 9:Pages 3475-3483, 2009 
[運輸部門] Bandivadekar, et al., On the Road in 2035_MIT, 2008 

資源／供給（つくる） 消費／需要（つかう）変換（おくる）
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⽯炭
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① 夜間連系太陽光発電
② ⼩規模分散型太陽光発
③ マイクログリッド構築
④ 中型⾵⼒発電
⑥ 住宅⽤太陽光発電、蓄電池導
⑦ 公共施設太陽光発電等

• 資源／供給（つくる）

⑦ 蓄電池導⼊
⑩ 公共施設充電設備整備
⑬ 再エネ由来⽔素供給網構築

• 変換（おくる）

⑧ ⼾建住宅省エネ
⑨ 公共施設ZEB
⑩ 公⽤⾞EV等導⼊
⑪ ⾃家⽤⾞・業務⽤⾞EV等導⼊, V2H等導⼊
⑫ グリーンスローモビリティ導⼊
⑭ 無料省エネ診断
⑮ スマートメーター体験プログラ

• 消費／需要（つかう）

宮古市 脱炭素



9

1. すまいづくり



【参考】住宅における外皮性能

◎ 冷房期の平均日射熱取得率（ηAＣ）

〇 室内と外気の熱の出入りのしやすさの指標

〇建物内外温度差を１度としたときに、建物内部から外界へ逃
げる単位時間あたりの熱量※を、外皮面積で除したもの。

※換気による熱損失は除く

〇 値が小さいほど熱が出入りしにくく、断熱性能が高い

ηAC

U

U

U

U

単位温度差当たりの外皮総熱損失量

外皮総面積
UA ＝

(W/㎡・K)

単位日射強度当たりの総日射熱取得量

外皮総面積
ηAC ＝ ×１００

〇 太陽日射の室内への入りやすさの指標

〇単位日射強度当たりの日射により建物内部で取得する熱量
を冷房期間で平均し、外皮面積で除したもの。

〇 値が小さいほど日射が入りにくく、遮蔽性能が高い

※ R2年4月より、3.2 → 6.7に見直し

○ 住宅の外皮性能は、UA値とηAC値により構成
され、いずれも、地域区分別に規定されている
基準値以下となることが必要。

○ 算出にあたっては、建築研究所等のHPで公開さ
れている外皮性能計算シート（excel形式）が
広く活用されている。

イータ・エー・シー

◎ 外皮平均熱貫流率（UA）
ユー・エー

地域区分 1 2 3 4 5 6 7 8

外皮平均熱貫流率の
基準値：

UA [W/(m2･K)]
0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 ―

地域区分 1 2 3 4 5 6 7 8

冷房期の平均日射熱
取得率の基準値：

ηAC [ー]
― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7

※
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表示

事項

適用

範囲
表示方法

説明

事項
説明に用いる文字

５－１
断熱等性
能等級

一戸建て
の住宅又
は共同住
宅等

等級（一戸建ての住宅にあっては
１、２、３、４、５、６又は７
（７は地域の区分が８地域以外の
地域である場合に限る。）、共同
住宅等にあっては１、２、３、４
又は５）による。この場合におい
ては、地域の区分を併せて明示す
る。また、一戸建ての住宅にあっ
ては等級７（地域の区分が８地域
である場合にあっては等級６）、
共同住宅等にあっては等級５の場
合に、外皮平均熱貫流率（単位を
Ｗ／（㎡・Ｋ）とし、地域の区分
の８地域を除く。）及び冷房期の
平均日射熱取得率（地域の区分の
１、２、３及び４地域を除く。）
を併せて明示することができる。

等級７ 熱損失等のより著しい削減のための対策が講じられている

等級６ 熱損失等の著しい削減のための対策が講じられている

等級５ 熱損失等のより大きな削減のための対策が講じられている

等級４
熱損失等の大きな削減のための対策（建築物エネルギー消費性能基準等を
定める省令に定める建築物エネルギー消費性能基準に相当する程度）が講
じられている

等級３ 熱損失等の一定程度の削減のための対策が講じられている

等級２ 熱損失の小さな削減のための対策が講じられている

等級１ その他

省エネ性能に係るさらなる上位等級（戸建住宅の断熱等級６・７）の基準（表示方法）

表示方法基準

2



・ 暖冷房にかかる一次エネルギー消費量の削減率（概ね30％削減、概ね40％削減）を目安として水準を設定。
・ ８地域については、等級６を上回る現実的な日射遮蔽対策が想定されないため、等級７は設定を行わない。

3

省エネ性能に係るさらなる上位等級（戸建住宅の断熱等級６・７）の基準（評価方法）

等級
地域区分

1
（夕張等）

2
（札幌等）

3
（盛岡等）

4
（会津若松等)

5
（水戸等）

6
（東京等）

7
（熊本等）

8
（沖縄等）

等級７
（戸建住宅）

UA 0.20 0.20 0.20 0.23 0.26 0.26 0.26 ―
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 ―

等級６
（戸建住宅）

UA 0.28 0.28 0.28 0.34 0.46 0.46 0.46 ―
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 5.1

等級５
UA 0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 ―
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7 

等級４
UA 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 ―
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7 6.7

等級３
UA 0.54 0.54 1.04 1.25 1.54 1.54 1.81 ―
ηAC ― ― ― ― 4.0 3.8 4.0 ―

等級２
UA 0.72 0.72 1.21 1.47 1.67 1.67 2.35 ―
ηAC ― ― ― ― ― ― ― ―

外皮平均熱貫流率（ ）及び冷房期の平均日射熱取得率（ ）の基準

＜戸建住宅の断熱等性能等級６・７の基準＞



 断熱等級７
性能の目安 

Q1.0住宅 Lv3

UA値 0.26 W/㎡K

 Q値 0.9 W/㎡K

 ηAC値 0.6

 C値  0.7 ㎠/㎡

暖房負荷 7.31 kWh/㎡

冷房負荷 13.9 kWh/㎡

 

品確法等級 西方設計 

断熱レベル 

断熱水準 地域区分（W/m2K） 

1 地域 2 地域 3 地域 4 地域 5 地域 6 地域 7 地域 

断熱等級4  H4 年基準 Q 値 1.60 1.60 1.85 2.40 2.70 2.70 2.70 

UA 値 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 

断熱等級5 
ZEH基準 

 HEAT20 G1 Q 値 1.50 1.50 1.70s 1.90 1.90 1.90 1.90 

UA 値 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60 

等級6 
 

標準下限 Q1 住宅 L1 

HEAT20 G2 

Q 値 1.15 1.15 1.15 1.70 1.70 1.70 1.70 
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等級6.5 
 

標準 Q1 住宅 L2 

HEAT20 G2.5 

Q 値 1.00 1.00 1.00 1.20 1.20 1.20 1.20 

UA 値 0.24 0.24 0.24 0.30 0.30 0.30 0.30 

等級7 
 

推奨 Q1 住宅 L3 

HEAT20 G3 

Q 値 0.80 0.80 0.80 0.90 1.05 1.05 1.05 

UA 値 0.20 0.20 0.20 0.23 0.26 0.26 0.26 

  Q1 住宅 L4         

パッシブハウス         

                        断熱等級 4以外の Q値：西方設計案 

                        G2.5 の UA 値：西方設計案  
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季性能計算結果（全消費岵峚峸岻屎）季季孫横浜孬 Serial No.0053

住宅性能計算結果 一次岵峚峸岻ー計算結果
屇宔値 0.94 实定孲ᶹ宎宠 当該住宅 基準住宅
屇官宄値 0.26 实定孲ᶹ宎宠 暖房 2,626 16,336 9,415 58,573
屇廓宄値 0.6 [-] ྮ房 3,729 8,285 13,371 29,711
屇暖房負荷 807 [kWh] 換気 4,652 4,173 16,683 14,964
屇ྮ房負荷 1528 [kWh] 給湯 16,127 24,195 24,786 37,185

照明 5,504 14,454 19,738 51,832
孴ᶹ当屹岤 家電 17,110 61,359
屇暖房岵峚峸岻屎 7 实宮定宫孲ᶹ宎宠 調理 5,669 20,330
屇一次岵峚峸岻屎合計 502 实宐宍孲ᶹ宎宠 合計 55,418 88,224 165,682 266,788

発電 63,231 - 103,658 -

季月別暖ྮ房岵峚峸岻屎 一次岵峚峸岻屎計算結果

季各月岈平均外気温岂平均室温 住宅岈省岵峚性能

※自然室温：空調岄山岁岈居日射取得岂室内発熱岅岢岥月平均室温岁屳屆
暖ྮ房負荷岉熱損失岂上記暖房孫ྮ房孬宇宇岢岤計算山岘屳屆

14,702
7,457
3,756

21,775
13,008

当該住宅
[MJ]

省岵峚基準
基準値实宐宍宠

岵峚峸岻屎価格实円宠低炭素住宅
基準値实宐宍宠

　外壁：宋宊定孴孹宎季季孴孳學孩孵孴孳宰宰 岹島峆：守宆宏宄宝季宄宵孴孳峕峷峤峸季宄宵孴孳

20,781

　屋根：宋宊定孴孹宎季季孴孳學孩孴孳學宰宰孮宋宊定孴孹宎季孴孳學宰宰 峂峐峄：宜宎宎季宄宓定孷孶孳

74,524

81,479
-

20,781

　照明設備孫主居室孬：全岀宏守宇 太陽光発電：孹孱學宮定季季調理設備：電気

　基礎：峠屎峇法宓宖安孴号孫旧宍完宖孽特号孬季孴孳孳宰宰季孮季岄山季宰宰 ※窓岉南面孴窓岬表示
　暖房設備：峟屎峕峪崀峤季季効率孶 ྮ房設備：峸屎峭岵岯峀崀季季効率孷
　換気設備：峍岼峕式第一種季季熱交換屜岤 給湯設備：電気峟屎峕峪崀峤給湯機

省岵峚基準低炭素

発電
計算結果

-50 0 50 100 150 200

天井,屋根 外壁 床,基礎
開口部 換気

省岵峚基準住宅

省岵峚基準住宅

当該住宅

当該住宅

2.65

0.94

暖房設定
ྮ房設定

6.1 7.4 9.6
14.7

18.4
22.2 25.3 27.2 23.9

18.5
13.4

9.0

15.2 16.7 18.9
24.2 25.8 29.3 32.1 34.6 30.8

25.2 21.9
17.6

-10

10

30
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平均気温 自然室温

[GJ]

0

200

400

600
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

暖房負荷 ྮ房全期間負荷 ྮ房必須期間負荷[kWh]

暖房DD

ྮ房DD

仕様概要

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000

暖ྮ房岵峚峸岻屎
省岵峚基準住宅
屷岈他岵峚峸岻屎
省岵峚基準住宅

発電ྖ

暖房 ྮ房 換気 給湯 照明 家電 調理 発電

[MJ]

住宅岈熱損失

0.87

0.26

Ｑ
値
比
較

Ｕ
Ａ
値
比
較



2022年6⽉09⽇ 中⽥俊彦作成

ガス 電気 灯油 LPガス
13A⼀般契約 仙台市ガス局 60アンペア契約 東北電⼒ みやぎ⽣協 みやぎ⽣協

⽉基本料⾦ 647.90\       ⽉基本料⾦ 1,925.00\   ⽉基本料⾦ -\                  ⽉基本料⾦ 1,760.00\    
従量料⾦単価（1m3あたり） 195.86\       従量料⾦単価（1キロワット時あたり） 18.58\         従量料⾦単価（1リットルあたり） 115.00\       従量料⾦単価（1m3あたり） 579.70\       
同上 東京ガス（参考） 145.31\       同上 120キロワット時超過分 25.33\         同上 10m3超過分 557.70\       
同上 ⼭形ガス（参考） 245.46\       同上 300キロワット時超過分 29.28\         同上 20m3超過分 535.70\       
同上 福島ガス（参考） 238.28\       燃料費調整単価（1キロワット時あたり）3.36\           同上 30m3超過分 513.70\       
同上 弘前ガス（参考） 344.29\       再エネ発電譜課⾦（1キロワット時あたり）3.45\           

⽉使⽤量（m3） 3 ⽉使⽤量（キロワット時） 333 ⽉使⽤量（リットル）2ヶ⽉分 70 ⽉使⽤量（m3） 10
⽉使⽤量（メガジュール） 135 ⽉使⽤量（メガジュール） 1198.8 ⽉使⽤量（メガジュール） 2554 ⽉使⽤量（メガジュール） 1010
⽉使⽤量（kcal） 32,265 ⽉使⽤量（キロカロリー） 286,513 ⽉使⽤量（キロカロリー） 610,478 ⽉使⽤量（キロカロリー） 241,390

従量料⾦ 588\     従量料⾦ 8,845\  従量料⾦ 8,050\  従量料⾦ 5,797\  
エネルギー単価（円／メガジュール） 4.35\              エネルギー単価（円／メガジュール） 7.38\              エネルギー単価（円／メガジュール） 3.15\              エネルギー単価（円／メガジュール） 5.74\               

エネルギー単価（円/kcal） 18.2\  エネルギー単価（円/kcal） 30.9\  エネルギー単価（円/kcal） 13.2\  エネルギー単価（円/kcal） 24.0\  

基本料⾦込み総計 1,235\  基本料⾦込み総計 ###### 基本料⾦込み総計 7,557\  
エネルギー単価（円／メガジュール） 9.15\              エネルギー単価（円／メガジュール） 9.97\              エネルギー単価（円／メガジュール） 7.48\               

エネルギー単価（円/kcal） 38.3\  エネルギー単価（円/kcal） 41.7\  エネルギー単価（円/kcal） 13.2\  エネルギー単価（円/kcal） 31.3\  

都市ガスの熱量は 45 MJ/m3 電気の熱量は 3.6 MJ/kWh 灯油の熱量は 36.49 MJ/l LPガスの熱量は 101 MJ/m3

1 MJ=239 kcal 8718 kcal/l 1 MJ=239 kcal

HHVベース

仙台市ガス局2022.07⽉ 200.78\           
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2. くるま選び
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77%**

12-30%**

100%

88-90%*

+

x = 10-27%

+

x = 77%

⾃動⾞の総合エネルギー効率 η

ICV

EV

*   M. Wang, CTR-US_ANL, 2008.
** US fuel economy information, EPA, 2022.45%
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3. 地域計画づくり



広域連携圏

再⽣可能エネルギー資源

需要

電⼒
VPP, スマートグリッド

合成燃料
⽔素，メタネーション，
アンモニア, バイオマス

熱
排熱利⽤, 4GDH
季節間融通, 貯蔵

交通：輸送⽤燃料
CASE, MaaS

クロスボーダー Cross-border

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
Cr
os
s-
se
ct
or

V2
G

P2
G

P2
H

変換

中⼭間地域

都市 ⑥ 
地
域
ゼ
ロ
カ
｜
ボ
ン
・
ク
リ
｜
ン
エ
ネ
ル
ギ
｜
戦
略
の
構
築

① デジタル情報（携帯位置情報、スマート
メータ）を活⽤したエネルギー需給分析

② 地域エネルギー需給データベース作成

③ 都市部と地⽅部が相互に特性を補完し
エネルギーを融通する地域間連携モデル

④ 需要部⾨とエネルギーキャリアを統合利
⽤するセクターカップリング

⑤ 地域エネルギーシステムの統合デザイン

クロスボーダー

クロスセクター

スマートシティ

サスティナブルシティ

地域循環共⽣圏



地域区分

47都道府県

⽇本

20

1741市区町村

100-1000mメッシュ

課題１ データ空間解像度の向上

例【総合エネルギー統計】

GIS地理情報システムと連動したデータ可視化とオープンアクセス環境の整備。
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課題２ データ時間解像度の向上

年間平均値

現【REPOS再エネポテンシャル】30秒

30分

60分

電⼒スマートメータ

再エネポテンシャル

変動特性を表す個データ把握こそ、再エネ導⼊の基本。

ビッグデータの整備とオープンアクセス環境が必須。

1秒

携帯電話位置情報
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課題３ データ推定⼿法の向上

現【按分法】
全国値を按分指標で割り出し
て地域データを推定。

【積み上げ法】
個データのエビデンス*を取得して、
これを積算して各地域データを特定。

＊電⼒スマートメータ、携帯位置情報などの最新
のビッグデータ。

総合エネルギー
統計

貿易統
計等

都道府県別エネ
ルギー消費統計

製造品出荷
額等

市区町村別地域
エネルギー消費

統計
各指標

温暖化対策
実⾏計画

個データの収集、分析、推定、地域エ
ネルギーデータベース構築に反映可能。

CO2換算

市区町村別CO2
排出量

都道府県別CO2
排出量



時間解像度：30分
空間解像度：1 km
期間 ：年間
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課題４ 太陽光発電ポテンシャルの推定



25

課題５ ⾵⼒発電ポテンシャルの推定

時間解像度：30分
空間解像度：1 km
期間 ：年間



市区町村別エネルギー消費量 公開イメージ

26

エネルギー資源・キャリア

需
要

部
⾨

（例）
産業部⾨・機械製造業の

年間電⼒消費量

（例）
家庭部⾨の

年間⽯油消費量

（例）北海道函館市のエネルギー消費統計表
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部⾨別エネルギー消費構成による市区町村の類型化

図 三⾓グラフ
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図 地理分布

TFEC [PJ] 産業特化
クラスター

産業中位
クラスター

⺠⽣主体
クラスター

産業低位
クラスター

運輸主体
クラスター

地域数
合計

5.0〜
191

北九州市
（⼯業地域）

145
横浜市

（中核市）

89
東京特別区
（⼤都市）

109
札幌市

（県庁所在
地）

12
南アルプス市 546

1.0〜5.0
60

⼤衡村
（⼯場⽴地）

177
寒河江市

76
軽井沢町

（観光地）

270
⼩国町

52
六ヶ所村 635

0.5〜1.0 5
奥多摩町

36
南三陸町

30
草津町

（観光地）

115
ニセコ町

52
平泉町 238

〜0.5 5
渡名喜村

14
⽇野町

42
渡嘉敷村
（離島）

137
檮原市

118
⻄粟倉村 316

地域数合計 261 372 237 631 234 1,735
類型化⼿法：階層的クラスター分析（Ward法）
分類指標：TFECに占める産業，業務，家庭，運輸部⾨の割合



地域エネルギデータの活⽤事例
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（例）地域エネルギービジョン等

（宮古市, 2020年）

（⼭形県最上町, 2013年）（⻘森県弘前市, 2017年）

（愛媛県新居浜市, 2020年）（⻘森県六ケ所村, 2017年）

https://www.city.miyako.iwate.jp/energy/miyakosis
aiseikanouenerugi-bijon.html

https://mogami.tv/admin/15koukai-shiryou/17energy-data.phphttp://www.city.hirosaki.aomori.jp/jouhou/keikaku/2014-
1212-0934-50.html

https://www.shikoku.meti.go.jp/01_releases/2020/02/20
200220a/20200220a.html

http://www.rokkasho.jp/index.cfm/7,8587,41,html
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⽬ 標
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現状のエネルギーシステム

⽯油事業

灯油、重油

ガソリン、

軽油

LPG

電気事業
⽕⼒発電

（⽯炭、⽯油、ガス）

原⼦⼒発電

⽔⼒発電等

ガス事業

天然ガス
燃
料
輸
⼊

利⽤者
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エネルギーシステムの統合戦略

EU strategy on energy system integration (2020)

燃料種毎の局所最適化 全体最適化の解とした持続可能社会
現状 次世代
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OUR COMMON FUTURE 1987➡2022➡2050
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カーボンニュートラル社会へのイノベーション

エネルギー事業者

ゼロカーボンエネ
ルギーキャリア

利⽤者経済価値創造

再⽣可能エネル
ギー資源

クリーンエネルギー戦略
グリーンバリューチェーン

1990 2020 2050

データ分析 グリーンビジネス

デジタルサービス
データ分析

地域エネルギー需給データベース

未来エネルギーシミュレーター



東北⼤学⼤学院⼯学研究科中⽥研究室

- 47都道府県・1,741市区町村のオープンエネルギーデータと分析
ツール -





地域のカーボンニュートラル実現に貢献するエネルギーデータと分析
ツール

36

市区町村別エネルギー消費統計表
Local Energy Consumption Data

1,741市区町村の業種別・エネルギー種別エネルギー消費量の推計データを整備

公開中

1,741市区町村や⽇本全体のエネルギー需給を誰でも簡単にシミュレーション

公開中地域エネルギー需給シミュレーション
Local Energy System Simulation

1,741市区町村のエネルギー消費量と再エネ資源量を地図上に可視化

公開中エネルギー需給マップ
Energy Supply/Demand Map

1,741市区町村の太陽光・⾵⼒発電の出⼒変動を時系列グラフにより可視化

公開中市区町村別再⽣可能エネルギー発電特性
Renewable Energy Characteristics
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• 1,741市区町村を対象に、エネルギー消費量と再⽣可能エネルギー資源量のデータ(地域エネルギー需給
データ)を掲載。

• 各地域のエネルギー需給構造をエネルギーフロー図として可視化し、多⾯的な指標を⽤いて定量評価。
• 将来の脱炭素化を想定したエネルギー需給構造(エネルギーシステム)のシミュレーションが可能。

可
視
化

エネルギーフロー
エネルギー需給の全体像を俯
瞰

再エネ
など

化⽯・
原⼦⼒
など

発電

損失

業務

家庭
産業

運輸

エネルギー需
要の内訳を把

握

エネルギー消費量

再エネ既設導⼊量・資源
量

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

地域エネル
ギーシステム

を
定量評価

エネルギーシステム評価

掲載コンテンツ
エネルギー消費量(統計表・市区町村マップ)，再⽣可能エネルギー導⼊ポテンシャル(マップ)，再⽣可能エネルギー移出ポテンシャル(マップ)，
エネルギーフロー図，太陽光・⾵⼒発電出⼒変動特性，エネルギー起源CO2排出量(概算)，エネルギー⾃給率，エネルギー経済収⽀，
再エネ発電コスト 他

掲載URL https://energy-sustainability.jp

掲載地域 47都道府県，1,741市区町村（特別区を含む．政令指定都市は⾏政区ごとに区分しない．）

ライセンス クリエイティブ・コモンズ 表⽰-⾮営利 4.0 国際 パブリック・ライセンス



エネルギー消費統計表の概要と読み⽅
• エネルギー消費統計表は、エネルギー種別、需要部⾨別の年間エネルギー消費量をとりま
とめた表。

• どのエネルギー種が、どの需要部⾨でどれだけ消費されているかを把握し、将来の電化や
燃料代替等といったエネルギー施策・脱炭素施策の効果を定量評価するための基礎データ
として活⽤可能

38
※ エネルギー量の単位には、SI単位系のジュール(J)を採⽤しています。

1 TJ = 1,000,000 MJ ≒ 277,778 kWh
※ 発熱量には、低位発熱量を採⽤しています。

エネルギー種の内訳

需
要
部
⾨
の
内
訳

産業部⾨・機械製造業の
年間電⼒消費量

家庭部⾨の
年間⽯油消費量

最終エネルギー消費量

※札幌市の例



地域エネルギーシステムシミュレーションモデル

39

多⾯的評価指標操作可能なパラメータ
A) エネルギーフロー図

地域のエネルギー需給の全体像を可視化。

B) エネルギー⾃給率
エネルギー需要に対する地域内再エネ供給量。

C) 地域外エネルギー依存率
エネルギー需要に占める地域外化⽯燃料等の割合。

D) 地域内再エネ導⼊量
再エネ導⼊ポテンシャルに対する導⼊量。

E) ⼀次エネルギー総供給量

F) 最終エネルギー消費量

G) エネルギー起源CO2排出量

H) 地域内再⽣可能エネルギー発電コ
スト

I) 地域エネルギー経済収⽀

• 再⽣可能エネルギー導⼊量
- 陸上⾵⼒、洋上⾵⼒、太陽光PV、中

⼩⽔⼒、⽊質バイオマス、廃棄物を
考慮。

• 部⾨別電化率
- 産業部⾨、業務部⾨、家庭部⾨、運

輸部⾨の電化率をそれぞれ考慮。

• 燃料代替率（⽔素・合成燃料の想定）
- Hard-to-abateセクターの脱炭素化に

向けた⽔素や合成燃料の製造を考慮。

• 社会経済指標増減率（マクロフレー
ム）

- 産業部⾨、業務部⾨、家庭部⾨、運
輸(道路輸送)部⾨にそれぞれに対応し
た社会経済指標を考慮。

• 地域間エネルギー融通量
- 連携した他地域からの電⼒融通量を

想定。

• 再エネの導⼊や需要家の電化、地域間連携によるエネルギーの移出⼊などの各種⽅策による地域エネル
ギー需給構造への影響を動的に計算するシミュレーションモデルを開発。

• エネルギーフロー図により計算結果を可視化しながら、エネルギー⾃給率やCO2排出量、エネルギーコ
スト、エネルギー経済収⽀などの多⾯的指標を⽤いて地域エネルギーシステムを定量評価。



地域エネルギー需給データベースの利⽤状況

40

アクセス状況
2022/03/31 - 2022/12/31

表⽰回数：34,900 回（平均: 127回/⽇）
ユーザー数：9,452 ⼈（⽇, ⽶, 中, 独, 英, 韓, 豪 他）
ダウンロード数：10,465 回
アクセス元地域数：573 市区町村※アクセスした端末の推定所在地

活⽤事例
※把握している事例のみ

・岩⼿県，群⾺県，和歌⼭県，⼭形県，奈良県，福岡県の市区町村：脱炭素先⾏地域の計画に活⽤
・新潟県I市：⾃治体新電⼒会社設⽴可能性調査に活⽤
・⻑野県I町：⽊質バイオマスエネルギー供給事業導⼊計画策定に活⽤
・⼤分県N市：地域エネルギー政策の⽴案に活⽤
・神奈川県Y市：⽔素利⽤の実現可能性調査に活⽤
・福島県F市：脱炭素社会実現実⾏計画の改定に活⽤
・神奈川県C市：公式HPにて引⽤掲載
・シンクタンクD社, H社：北海道内の複数市区町村のエネルギー政策⽴案等に活⽤
・シンクタンクB社：⽯油需要に関する調査に利⽤
・⼤⼿メーカーT社：スマートシティ構築に向けた分析に利⽤
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集計期間：2022/03/31 - 2022/11/24
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対象地域を⼀つ選んで、脱炭素を実現するエネルギーフロー図を描きな
さい。作図では、「地域エネルギー需給データベース」を⽤いることを
勧めます。


